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国冬本『源氏物語』に見られる使役と尊敬のサス
　　―サ変動詞ス＋助動詞サスに相当する
　　　　　サスについて―

关于现代汉语词典中未收录的同素逆序词的来源

　　―以词典中的实例和出处为中心―

和歌山県紀北地方にみられる伝統的な方言使用の
　減少について
　　―若年層における大阪方言の影響の拡大―

〈ら入れ言葉〉の使用実態とら抜き言葉との関係に
　ついて
　　―永遠に見れられる・名前で呼ばられる・
　　　　　さらっと食べらられる―
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本
号
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
っ
た
会
員
の
御
研
鑽
と
、
本
会
の
運
営
委
員
な

ら
び
に
査
読
協
力
者
の
御
尽
力
に
よ
り
、
こ
こ
に
『
言
語
の
研
究
』
第
４
号

を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　

本
号
の
編
集
の
経
緯
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
本
号
に
は
、
学
術
論
文
と

し
て
五
件
の
投
稿
が
あ
り
、
五
件
が
査
読
の
対
象
と
な
っ
た
。
五
件
の
う
ち

一
件
が
査
読
委
員
に
よ
る
査
読
を
経
て
「
採
用
」
と
な
り
、
二
件
が
「
修
正

採
用
」、
二
件
が
「
再
投
稿
」
と
な
っ
た
。
二
件
の
「
再
投
稿
」
は
、
投
稿

者
に
よ
る
改
稿
の
後
に
再
投
稿
さ
れ
、
こ
れ
を
受
理
し
た
。
こ
の
再
査
読
の

結
果
、
一
件
が
「
修
正
採
用
」、
一
件
が
残
念
な
が
ら
「
不
採
用
」
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
投
稿
者
よ
り
中
国
語
で
執
筆
さ
れ
た
論
文
の
投
稿
が
あ
っ
た
。
編

集
規
定
で
は
投
稿
論
文
の
使
用
言
語
に
つ
い
て
の
規
定
が
な
か
っ
た
た
め
、

運
営
委
員
会
で
は
以
下
の
対
応
を
し
た
。
ま
ず
、
こ
の
投
稿
に
つ
い
て
は
、

当
該
投
稿
論
文
の
日
本
語
版
で
の
査
読
を
行
い
、
最
終
的
に
「
修
正
採
用
」

の
結
果
が
出
た
時
点
で
、
中
国
語
母
語
話
者
の
査
読
者
に
よ
る
中
国
語
版
の

投
稿
論
文
の
査
読
を
改
め
て
行
い
、「
採
用
」
に
至
っ
た
。

　

御
多
用
中
の
と
こ
ろ
、
査
読
・
再
査
読
を
快
く
お
引
き
受
け
下
さ
っ
た
先

生
が
た
に
は
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
優
れ
た
学
術
論
文
を
学
界
に
広
め
る
た
め
に
、
本
誌
が
少
し
で
も

お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
会
と
し
て
幸
い
で
あ
る
。
会
員
の
皆
様
に

は
奮
っ
て
玉
稿
の
御
投
稿
を
賜
わ
り
た
い
。
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